<教授用資料>
BIG DIPPER　English Expression Ⅱ　観点別評価規準例
◆「英語表現」全般に関して

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. 間違うことを恐れず，積極的に情報や考えなどについて表現している．
b. 読み手や聞き手が理解しやすいように表現している．
c. 必要に応じて辞書などを活用して表現している．

d. うまく表現できないことがあっても，既知の語句や表現を用いるなどして情報や考えなどを伝えている． 

e. 授業を通して学んだことや，学校や家庭などにおける日常生活の中で学んだり経験したりしたことを積極的に活用して表現している．
f. 互いに協力しながら，質問したり意見を交換したりしている．

②外国語表現の能力

a. 語句や表現，文法事項などの知識を活用して適切に表現することができる．
b. 場面や状況に応じた適切な表現を用いることができる．

c. 相手のコメントに対して適切に応答することができる．

d. 事実と意見などを区別して表現することができる．
e. 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことについて，その概要や自分の考えを簡潔に表現することができる．
f. 聞いたり読んだりした内容を，平易な表現に置き換えたり，情報の順番を変えるなどして，読み手に分かりやすく表現することができる． 

g. 情報や考えなどについて互いに質問したり，質問に答えたりすることができる．

h. 自分が伝えたいことについて，話題を明示した上で，それに関する意見やその理由を表現することができる．
i. 単語の発音，リズムやイントネーションなど音声的な特徴を捉えて適切に話すことができる．

j. その場の状況，聞き手の反応，話題，伝えようとする内容や気持ちなどに応じた適切な速度や声の大きさで話すことができる．

k. トピック・センテンスやキーワードを適切に用いて，要点が明確な文章を書くことができる．
l. つながりを示す語やフレーズを適切に用いて，論理の展開が明確な文章を書くことができる．
③外国語理解の能力

a. 語句や表現，文法事項などの知識を活用して，内容を的確に理解することができる．

b. 説明などを読んだり聞いたりして，特に重要な事実等を捉えることを通じ，全体の要旨を理解することができる．

c. 情報と考え，事実と意見とを区別し，整理しながら理解することができる．
d. 質問，依頼，指示などを聞いて，簡単な言葉や動作などで適切に応じることができる．

e. 場面や状況，背景，相手の表情，文体などを踏まえて，話し手や書き手の意図を把握することができる．

f. 単語の発音，音変化，リズムやイントネーションなどの音声的な特徴を捉えて的確に聞き取ることができる．

④言語や文化についての知識・理解

a. 正しい語順や語法を用いて文を構成する知識を身に付けている．

b. 場面や状況に応じた表現についての知識を身に付けている．

c. 英語を使用している人々の日常生活，風俗習慣など，表現活動に必要な文化的背景について理解している．
d. 話し合いや意見の交換を円滑に行うために必要な表現や方法についての知識を身に付けている．

e. 段落におけるトピック・センテンスの働きについての知識を身に付けている．

f. 文と文，段落と段落のつながりを示す語やフレーズを理解している．
g. 単語の発音，リズムやイントネーションなど音声的な特徴を理解している．

※以降，Ex.＝Exercises, E.Y.＝Express Yourself! を示す．

PART 1 

Lesson 1  School Festival
①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. 「現在の状態・習慣」，「過去の状態・動作・習慣」，「現在進行中の動作」，「過去に進行中であった動作」を英語で表す表現を考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．
b. 絵の内容を考えて，「現在の状態」と「現在進行中の動作」の意味を英語で表現しようとする．（→Ex.1）
c. 自分の好きな科目について，英語で表現しようとする．（→W.S.P!）

②外国語表現の能力

　a. ①「～である，（いつも［よく］）～する」（現在形）②「（今）～している」（現在進行形）③「～であった，（いつも［よく］）～した」（過去形）④「（過去のある時に）～していた」（過去進行形）のそれぞれの表現形式を使いこなす．

  b. 現在の継続的状態などを表す動詞について，進行形を用いずに現在形で表現する．
③外国語理解の能力

a. 「現在形」「現在進行形」「過去形」「過去進行形」についてそれぞれの英文の意味を理解する．

b. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→L.Q.）
④言語や文化についての知識・理解

　a. 日本語で「～している」がいつも進行形にはならないことに注意して，英語の表現を考える．
　b. ポイントとなる時制の用法のほかに，give a performance, cheer, walk a dog, full, hold a partyなどの語彙や表現を習得する．

Lesson 2  A Trip to Sapporo
①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「未来」の意味を表すにはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

b. スケジュール表の内容を考えて，「近い未来の予定・前から計画していること」を英語で表現しようとする．（→Ex.2）

　c. 週末の予定・計画について，英語で表現しようとする．（→W.S.P!）

②外国語表現の能力

　a. willを用いて「意志」や「予測・自然の成り行き」の意味を表現する．

　b. 条件を表す副詞節について，その節の中では未来形を用いずに現在形で表現する．

　c. be doing, be going to do を用いて「近い未来の予定」や「前から計画していること」の意味を表現する．

　d. 未来進行形を用いて「未来のある時点での進行中の動作」を表現する．

③外国語理解の能力

　a. 「意志未来」「予測・自然の成り行き」「近い未来の予定」「前から計画していること」「未来のある時点での進行中の動作」の意味に注意して，個々の英文の意味を理解する．

b. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→L.Q.）
④言語や文化についての知識・理解

　a. 英語のbe doing, be going to doがもつ含み〔話者の心的態度〕を理解する．また，状況に応じて，be doing, be going to do, willを使い分ける．

　b. ポイントとなる未来表現の用法のほかに，go on a picnic, turn green, drop by, give one’s best regards to, tea ceremony, grow out, bloom, leave for, get toなどの語彙や表現を習得する．

Lesson 3  My Dear Friend
①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. 英語で「状態の継続」「経験」「完了・結果」「動作の継続」の意味を表すにはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

b. 絵の内容を考えて，「現在完了進行形」を用いて英語で表現しようとする．（→Ex.2）

　c. クラスメイトの1人について，英語で紹介しようとする．（→W.S.P!）

②外国語表現の能力

　a. <have＋過去分詞> を用いて「現在完了」の意味を表現する． 
　b. <have＋been＋～ing> を用いて「現在完了進行形」の意味を表現する．

③外国語理解の能力

　a. 「（状態の）継続」「経験」「完了・結果」「動作の継続」の意味に注意して，個々の英文の意味を理解する．

b. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→L.Q.）
④言語や文化についての知識・理解

　a. 英語の「現在完了」のもつ含み―過去の出来事を現在と関連づけて表現する形式であること―を，「継続」「経験」「完了・結果」の意味に応じた日本語の表現とともに理解する．

　b. 現在完了進行形に，長時間にわたる習慣的動作の継続の意味もあることを理解する．

　c. 現在完了形，現在完了進行形の用法のほかに，commuter pass, be in the hospital, put off, work on などの語彙や表現を習得する．
Lesson 4  Online Shopping 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

a. 英語で過去のある時点までにおける「状態の継続」「経験」「完了・結果」「動作の継続」の意味を表すにはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

b. 英語で未来のある時点における「状態の継続」「経験」「完了・結果」の意味を表すにはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

c. 過去完了形の文を用いて，自分の過去の買い物の体験について英語で表現しようとする．（→W.S.P!）
②外国語表現の能力

　a. had＋過去分詞を用いて「過去完了」，had＋been＋～ingを用いて「過去完了進行形」の意味を表現する．
　b. will＋have＋過去分詞を用いて「未来完了」の意味を表現する．

③外国語理解の能力

　a. 「状態・動作の継続」「経験」「完了・結果」の意味に注意して，個々の英文の意味を理解する．

b. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→L.Q.）
④言語や文化についての知識・理解

　a. 英語の「過去完了［未来完了］」のもつ含み―過去［未来］のある時点とそれ以前の出来事を関連づけて表現する形式であること―を，「継続」「経験」「完了・結果」の意味に応じた日本語の表現とともに理解させる．

　b. 過去完了形，過去完了進行形，未来完了形の用法のほかに，shop online, be absent from, sweat, publishing company, retireなどの語彙や表現を習得する．

Lesson 5  A Dog in a Barbershop 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「現在と対比させた過去の状態」「過去の習慣的行為」や「過去に対する推量」「過去の非実現の行為」を表すにはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

b. 絵の内容を考えて，「現在と対比させた過去の状態」「過去の規則的行為や習慣」の意味を英語で表現しようとする．（→Ex.1）

　c. 小学校の頃の思い出について，英語で表現しようとする．（→W.S.P!）
②外国語表現の能力

　a. used to, wouldを用いて「現在と対比させた過去の状態」「過去の習慣的行為」の意味を表現する．

　b. 助動詞＋have＋過去分詞を用いて「過去に対する推量」「過去の非実現の行為」の意味を表現する．

③外国語理解の能力

　a. 「現在と対比させた過去の状態」「過去の習慣的行為」や「過去に対する推量」「過去の非実現の行為」の意味に注意して，個々の英文の意味を理解する．

b. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→L.Q.）
④言語や文化についての知識・理解

　a. used to やwouldなどの表現の意味や，助動詞＋have＋過去分詞の用法について理解する．
　b. ポイントとなる助動詞の用法のほかに，play catch, attend, be worried about, theater, go fishing, over tea, by taxi などの語彙や表現を習得する．

Lesson 6  A Favorite Saying 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「SはO(人)にO(物)を～する」「SはOをCにする」「SはOがCであるとわかる」「SはOをCと呼ぶ［名づける］」の意味を表すにはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

b. 英語の前置詞が必要な動詞とそうでない動詞に注意しながら，実際に文を作り，それを使ってみようとする． 
c. 絵の内容を考えて，SVOOの文型，またはSVOCの文型を用いて説明する文を作ろうとする．（→Ex.1） 

　d. 自分の好きな名言について英語で表現しようとする．（→W.S.P!）
②外国語表現の能力

　a. SVOO文型を用いて「SはO(人)にO(物)を～する」の意味を表現する．
　b. SVOC文型を用いて「SはOをCにする」「SはOがCであるとわかる」の意味を表現する．
　c. 動詞の後の前置詞の有無や，目的語を2つとれない動詞に注意して表現する．
③外国語理解の能力

　a. 文型に注意して，個々の英文の意味を理解する．

b. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→L.Q.）
④言語や文化についての知識・理解

　a. 英語の基本的な文構造を把握し，表現したい内容が語順に大きく依拠することを理解する．

　b. 日本語の表現につられて英語の前置詞の有無を誤らないように，コロケーションを確実に理解する．

　c. ポイントとなる文型のほかに，saying, inspiring, career, arrive at, apologize to, marry, resembleなどの語彙や表現を習得する．

Lesson 7  Japanese Food 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「受け身」の意味を表すにはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

　b. 好きな日本の食べ物について英語で表現しようとする．（→W.S.P!）
②外国語表現の能力

　a. <be＋過去分詞> のさまざまな形を用いて「受け身」の意味を表現する．

　b. It is said[thoughtなど] that ～ を用いて「～だと言われている」などの意味を表現する． 
　c. be disappointed at, be satisfied with, be known to, 群動詞の受け身などの表現を用いる．

③外国語理解の能力

　a. 「受け身」の意味に注意して，個々の英文の意味を理解する．
b. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→L.Q.）
④言語や文化についての知識・理解

　a. 英語で「受け身」を表すときの言語の形式や，「受け身」を使用する状況について，理解を深める．

　b. 日本食が海外に進出して人気を得ている点など，海外における日本食について，理解を深める．

　c. ポイントとなる受け身の用法のほかに，from far away, calligraphy, mayor, auditionなどの語彙や表現を習得する．

Lesson 8  Visiting Spain 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「～すること」「～するための［～すべき］」「～するために」「～して」などの意味を表すにはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

　b. 旅行の思い出について英語で表現しようとする．（→W.S.P!）
②外国語表現の能力

　a. 不定詞を用いて，その内容を名詞的・形容詞的・副詞的に表現する．
③外国語理解の能力

　a. 不定詞の名詞的・形容詞的・副詞的用法に注意して，個々の英文の意味を理解する．

　b. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→L.Q.）
④言語や文化についての知識・理解

a. 形式主語[目的語]構文により，英文の整え方（主語[目的語]が過大になるのを避ける点）を学習する．また，形容詞的用法により，被修飾語を後ろから修飾する点について，日本語との違いを認識させる．

b. 旅行や名所に関連する表現について，理解を深める．

c. ポイントとなる不定詞の用法のほかに，keep promises, historical site, pass the exam, thoughtless, save money, sightなどの語彙や表現を習得する．

Lesson 9  Volunteer Activities
①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 不定詞の意味上の主語，原形不定詞の用法に注意して実際に文を作り，それを使ってみようとする．

b. 絵の内容を考えて，「…に～するよう頼む［勧める］」「…に～させる」「…が～するのを見る」の意味を英語で表現しようとする．（→Ex.2）

　c. 自分が参加したいボランティア活動について，英語で表現しようとする．（→W.S.P!）

②外国語表現の能力

　a. < for A＋to-不定詞> の構文を用いて「Aが～すること」の意味を表現する．
b. <It is＋形容詞＋of A＋to-不定詞> の構文を用いて「～するとはAは…だ」の意味を表現する．（「…だ」は「人の性質」を表す）
c. <S＋V＋O＋to-不定詞> の構文を用いて「願望」「使役・許可」「命令・指示・依頼」などの意味を含む文を表現する．

d. <S＋V＋O＋原形不定詞> の構文を用いて「…に～させる」「…が～するのを見る［聞く］」などの意味を表現する．

③外国語理解の能力

　a. to-不定詞や原形不定詞の用法に注意して，個々の英文の意味を理解する．

b. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→L.Q.）
④言語や文化についての知識・理解

　a. <SVO＋不定詞> の構文について，この構文をとる動詞に類似した意味があること，Oと不定詞の間に意味上では <S＋V> の関係があることなど，英文の構造に理解を深める．

　b. ボランティア活動の話題により，社会貢献に関して考察するきっかけをもたせる．

　c. ポイントとなる不定詞の用法のほかに，make room, waste time, clerk, permission, rumor, post the letterなどの語彙や表現を習得する．

Lesson 10  A Stage Actor 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「～だったと言われている」などや「～するほど…」「とても…なので～できない」などの意味を表すにはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．
b. 絵の内容を考えて，「～するほど…」「とても…なので～できない」「～することになっている」を英語で表現しようとする．（→Ex.2）

　c. 見たことがある舞台や映画について，英語で表現しようとする．（→W.S.P!）
②外国語表現の能力

　a. 完了形不定詞を用いて，述語動詞よりも以前のことを表現する． 
　b. enough to doなどの，不定詞を用いた慣用連語を用いて表現する．
③外国語理解の能力

　a. 完了形不定詞，to-不定詞を含む慣用表現に注意して，個々の英文の意味を理解する．
b. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→L.Q.）
④言語や文化についての知識・理解

　a. too ～ to doの構文については，肯定文であるが，否定の意味が含まれる点を理解する．

　b. ポイントとなる不定詞の用法のほかに，unfortunately, make a speech, raccoon, composeなどの語彙や表現を習得する．
Lesson 11  I Like Singing 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「～すること」「～したこと」，「～するのに慣れている」などの意味を動名詞を用いてどのように表現するかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

b. 絵の内容を考えて，「～すること」「～したこと」を英語で表現しようとする．（→Ex.1）
　c. 好きな音楽や楽器について，英語で表現しようとする．（→W.S.P!）

②外国語表現の能力

　a. ～ing，having＋過去分詞を用いて「～すること」「～したこと」を英語で表現する．

　b. be used to ～ingを用いて「～するのに慣れている」の意味を表現する．また，look forward to ～ing，feel like ～ing，be worth ～ing，can’t help ～ingなど動名詞を用いた他の慣用表現にも注意する．
③外国語理解の能力

　a. 動名詞，動名詞を用いた慣用表現に注意して，個々の英文の意味を理解する．

b. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→L.Q.）
④言語や文化についての知識・理解

　a. 英語の準動詞ではhaveを用いて1つ前の時を表現する点（不定詞などとの共通点）を理解する．

　b. ポイントとなる動名詞の用法のほかに，distance, hear from, aquarium, scold ～ for ..., melodyなどの語彙や表現を習得する． 

Lesson 12  Cycling 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「～しに行く」「…が～しているのを見る」などの意味を表す場合や，「～しながら」「～するとき」「～なので」などの意味を表すにはそれぞれどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

　b. ハイキングや遠足の思い出について，英語で表現しようとする．（→W.S.P!）

②外国語表現の能力

　a. go ～ingを用いて「～しに行く」の意味を，<SVO＋分詞> の構文を用いて「…が～しているのを見る[聞く]」「…を～してもらう，…が～される」の意味を，それぞれ表現する．

　b. 分詞で始まる語句を文の前後に置いて，「～しながら」「～するとき」「～なので」などを表現する．（分詞構文）
  c. with … ～ingを用いて「…を～して[したまま]」を表現する．
③外国語理解の能力

　a. 現在分詞，過去分詞に注意して，個々の英文の意味を理解する．

b. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→L.Q.）
④言語や文化についての知識・理解

　a. 補語の位置にくる分詞の構文を理解する．<SVOC〔＝分詞〕> の構文ではOとCの間にSV関係が成立することを認識する．
　b. 分詞構文が主文を修飾する副詞的な働きをすることを理解する． 
　c. ポイントとなる分詞の用法のほかに，call a taxi, chilly, keep silent, turn the corner, take out, envelope, look like, manage to ～, behaviorなどの語彙や表現を習得する． 

Lesson 13  My New Hiking Boots
①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「2つ以上のものを比較する」場合や「できるだけ～」といった内容を表すにはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

b. 絵の内容を考えて，「AはBのX倍～である」や「AはBより～である」などの意味を英語で表現しようとする．（→Ex.1, 2）

　c. お気に入りの持ち物や長い間使っているものについて，英語で表現しようとする．（→W.S.P!）
②外国語表現の能力

　a. 「…と同じくらい～である」は <as＋原級＋as ...> を用いて表現する．また，<as ～ as> の構文を応用して，「2倍の～」や「できるだけ～」といった内容を表現する．

　b. 「…より～である」は <比較級＋than ... > を用いて表現する．また，比較級の前に数量やmuch，farなどを置いて差の程度を表現する．

　c. <less＋原級> を用いて「より～でない」の意味を表現する．

　d. 「ますます～」は＜比較級＋and＋比較級＞を，「～すればするほど…」は＜the＋比較級 ～，the＋比較級…＞を用いて，それぞれ表現する．

③外国語理解の能力

　a. 同等比較や比較級を使った比較表現，原級を使った表現に注意して，個々の英文の意味を理解する．

b. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→L.Q.）
④言語や文化についての知識・理解

a. 比較を表す表現に関し，英語では形容詞・副詞の比較変化が起こることを理解させる．語尾を ～erと変化させる語や，more ～ となる語，不規則変化する語を，実例を通じて学習する．

　b. 「できるだけ～」や倍数の表現が比較構文と結びついて表されること，「ますます～」「～すればするほど…」が比較構文と結びついて表されることを理解する．
c. ポイントとなる比較の用法のほかに，electricity, bright, moonlight, centimeter, crowded, Russianなどの語彙や表現を習得する． 

Lesson 14  The Yangtze River
①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「最も～である」や，「ほかのどんな…よりも～」といった内容を表すには，どのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

b. 絵の内容を考えて，「最も［一番］～である」「ずばぬけて～である」といった最上級の意味や，「～の中［うち］で」と最上級に伴う範囲を英語で表現しようとする．（→Ex.1）

　c. 自分の町の最も大きいもの，最も高いものまたは最も古いものについて，英語で表現しようとする．（→W.S.P!）

②外国語表現の能力

　a. 最上級を用いて程度が最も高いことを表現する．また，<the＋序数詞[secondなど]＋最上級>を用いて，「何番めに～である」を表現する． 
　b. <one of the＋最上級> を用いて，「最も～なもののうちの一つ」の意味を表現する．

　c. 原級の構文<No (other)＋単数名詞…＋as[so]＋原級＋as A>，比較級の構文<A…比較級＋than any other＋単数名詞 / No (other)＋単数名詞…＋比較級＋than A>を用いて，最上級の内容を表現する．
③外国語理解の能力

　a. 最上級を使った表現，最上級の内容を表す原級・比較級の構文に注意して，個々の英文の意味を理解する．

b. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→L.Q.）
④言語や文化についての知識・理解

　a. 英語では最上級の内容を，形容詞・副詞の語尾を ～estと変化させたり，most ～ としたり，不規則に変化させたりする点について，実例を通じて学習する．

　b. 最上級の内容が，原級や比較級の構文を用いて表されることを理解する．
　c. 世界の地理について認識を深める．

　d. ポイントとなる比較の用法のほかに，play a role, cartoonist, have a population, civil rights leader, sunrise, discerningなどの語彙や表現を習得する．

Lesson 15  My Sister’s Job 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で名詞を説明する表現や，英語で補足的に説明する表現について，関係代名詞を用いて実際に文を作り，それを使ってみようとする．

b. 絵の内容に合わせて，先行詞の内容や関係代名詞の格を考え，英語で表現しようとする．（→Ex.1）

　c. 家族のだれかを紹介する文章を英語で表現しようとする．（→W.S.P!）

②外国語表現の能力

　a. 関係代名詞を用いて，「人」や「物・事」を説明する表現を行う．その場合に，関係詞節内での関係詞の働き（主語・目的語・所有格）や，先行詞と関係詞節内での動詞の呼応に注意する．

　b. 関係代名詞を省略する場合や，先行詞が前置詞の目的語にあたる場合，thatが好まれる場合に注意して表現する．

　c. 関係代名詞を用いて，「人」や「物・事」を補足的に説明する表現を行う．
　d. 関係代名詞が主節中の句や節，または主節全体の内容を受ける場合に注意して表現する．

③外国語理解の能力

　a. 関係代名詞の「主格」，「目的格」，「所有格」に注意して個々の英文の意味を理解する．

b. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→L.Q.）
④言語や文化についての知識・理解

　a. 関係詞節による後置修飾に関し，日本語との違いなどに注意して，理解を深める．

　b. 関係詞の継続用法に関し，限定用法との意味の違いや，主に書きことばで用いられる点などについて，理解を深める．

　c. ポイントとなる関係代名詞の用法のほかに，develop, boring, confidence, direction, athlete, recommend, releaseなどの語彙や表現を習得する．
Lesson 16  In Seattle 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 関係代名詞whatや関係副詞を用いて「～すること，～するもの」，「～する場所［時，理由，方法］」という意味を英語で表現するにはどうすればよいのかを考え，実際に文を作り，使ってみようとする．

　b.日本の市や町について，英語で表現しようとする．（→W.S.P!）

②外国語表現の能力

　a. 関係代名詞whatを用いて「～すること，～するもの」の意味を表現する．また，whatを含むidiomとして，「いわゆる」「さらに～なことには」などの意味を表現する．

　b. 関係副詞where, when, why, howを用いて「場所」「時」「理由」「方法」について説明する．

　c. 関係副詞where, whenを用いて「場所」「時」を補足的に説明する表現を行う．

③外国語理解の能力

　a. 関係代名詞what，関係副詞where，when，why，howに注意して，個々の英文の意味を理解する．

b. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→L.Q.）
④言語や文化についての知識・理解

　a. 関係代名詞whatが先行詞を含む形で名詞節を作る点を理解し，それを含む慣用表現を習得する．

　b. 関係副詞where, whenの継続用法に関し，限定用法との違いなどに注意して，理解を深める．

　c. ポイントとなる関係代名詞，関係副詞の用法のほかに，bookworm, ankle, proverb, a walking dictionary, reasonably, childhood, seashell, effect, invade, master などの語彙や表現を習得する．
Lesson 17  Taking Notes

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「～するものは何でも」などや，「～するときはいつでも」などといった内容を表すには，どのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

　b. どこかへ行くときに必ずしている習慣について，英語で表現しようとする．（→W.S.P!）
②外国語表現の能力

　a. 「～するものは何でも」はwhateverを用いて表現する．また，whoeverを用いて「～するものはだれでも」の意味を，whicheverを用いて「～するものはどちらでも」の意味を，それぞれ表現する．また， whateverが「何が［を］～しても（＝no matter what ～）」の意味をもつ場合にも注意する．

　b. wheneverを用いて「～するときはいつでも」の意味を，whereverを用いて「～するところはどこでも」の意味を，それぞれ表現する．また，これらが「いつ［どこで］～しても（＝no matter when[where] ～）」の意味をもつ場合にも注意する．

③外国語理解の能力

　a. 複合関係代名詞，複合関係副詞に注意して，個々の英文の意味を理解する．

b. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→L.Q.）
④言語や文化についての知識・理解

　a. 複合関係詞にはany ～ の含意の場合と譲歩の意味をもつ場合がある点を理解する．

　b. ポイントとなる複合関係代名詞，複合関係副詞の用法のほかに，follow, wear a ribbon, delicious, put away, serve, drop by, writing styleなどの語彙や表現を習得する．

Lesson 18  Dreaming of Space 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「現在や過去の仮定」の話をする場合，どのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

　b. 宇宙を旅行してみたいかどうかについて，英語で表現しようとする．（→W.S.P!）

②外国語表現の能力

　a. <If＋S’＋動詞の過去形，S＋助動詞の過去形＋動詞の原形> を用いて，「現在の事実と異なる仮定」を，<If＋S’＋動詞の過去完了形，S＋助動詞の過去形＋have＋過去分詞> を用いて，「過去の事実と異なる仮定」を表現する． 

　b. if-節中のbe動詞は主語に関係なくwereを用いるが，I，he，sheが主語の場合にはwasもよく使われる点に注意する．

③外国語理解の能力

　a. 仮定法過去，仮定法過去完了に注意して，個々の英文の意味を理解する．

　b. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→L.Q.）
④言語や文化についての知識・理解

　a. 英語では「仮定」の内容を表現する場合に，動詞の形を変えて表現する点を学習する．特に，過去形や過去完了形を用いて，現実から離れた仮の話であることを表現している点を理解する．

　b. ポイントとなる仮定法の用法のほかに，astronomy, change one’s mind, error, have a flat tire, packageなどの語彙や表現を習得する． 

Lesson 19  An Android Like You 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「現在や過去と異なる願望」を表す場合や，「まるで～のように」や「万一～ならば」などといった内容を表すには，どのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

b. 絵の内容から「現在や過去と異なる願望」や，「まるで～のように」などの意味を英語で表現しようとする．（→Ex.1）

　c. あったらいいなと思うものについて，英語で表現しようとする．（→W.S.P!）
②外国語表現の能力

　a. <wish＋仮定法> を用いて，「～ならいいのに」のような願望を，<as if[though]＋仮定法> を用いて，「まるで～のように」を表現する． 

　b. <If ... should ～> を用いて「万一～ならば」を，<If ... were to ～> を用いて「仮に～だとしたら」を表現する． 

　c. 文脈によっては，if-節を省略した形で仮定法が用いられる点に注意する．
③外国語理解の能力

　a. 願望を表す用法，仮定法の慣用表現に注意して，個々の英文の意味を理解する．

b. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→L.Q.）
④言語や文化についての知識・理解

　a. 文脈と動詞の形（時制）から，仮定法か否かが判断できる点を理解する．

　b. ポイントとなる仮定法の用法のほかに，do well, expert, on time, be born, stay up late, weigh, desert island, software, haircutなどの語彙や表現を習得する．

Lesson 20  I Left My Smartphone
①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a.「～であると気づいた」のように日本語では現在形で表す場合や，「～であったと気づいた」のように日本語では過去形で表す場合には，英語でどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

　b. 英語で他人が話した内容を伝達する場合，どのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

　c. 先生やクラスメイトから最近聞いたことについて，英語で表現しようとする．（→W.S.P!）

②外国語表現の能力

　a. 会話で他人の話した内容を伝達する場合，自分のことばに直して表現する． 

　b. 他人のことばなどを自分のことばに直して表現する場合（間接話法），時制や人称代名詞が状況に応じて変更されなくてはならない点に注意する．

③外国語理解の能力

　a. 時制の一致，話法に注意して，個々の英文の意味を理解する．

　b. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→L.Q.）
④言語や文化についての知識・理解

　a. 時制の一致に関し，日本語との違いなどに注意して，理解を深める．

　b. 英語の会話では，他人が話した内容を自分のことばに直して表現するのが通例で，そのために間接話法が用いられる点を理解する．

　c. ポイントとなる時制の一致，話法の用法のほかに，agree with, illness, secret, keep regular hoursなどの語彙や表現を習得する．
Lesson 21  Student Council Election 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「すべてが～というわけではない」などや，「…なのは～だ」「ぜひ［確かに］～する」「少しも～ない」といった内容を表すには，どのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．
b. 絵の内容を考えて，「…なのは～だ」や「ぜひ［確かに］～する」「少しも～ない」といった内容を英語で表現しようとする．（→Ex.2）

　c. 学校行事のよい思い出について，英語で表現しようとする．（→W.S.P!）
②外国語表現の能力

　a. <not every ～> などを用いて，「すべてが～というわけではない」のような部分否定を表現する．「すべてが～でない」のような全体否定 <not any ～> や <no ～> などの表現との違いにも注意させる．
　b. <It is ～ that[who, etc.] ...> を用いて，「…なのは～だ」の「～だ」の部分の強調を表現する．また，<do[does, did]＋動詞の原形> を用いて，動詞の強調を表現する．

　c. 倒置構文〈否定語(never, little)＋疑問文の語順〉で否定語の強調を表現する．

③外国語理解の能力

　a. 部分否定や強調構文，語句による強調に注意して，個々の英文の意味を理解する．

　b. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→L.Q.）
④言語や文化についての知識・理解

　a. 強調構文と形式主語構文の違いや，動詞を強調するdoと否定文・疑問文を作るdoとの違いを理解する．
　b. ポイントとなる否定，強調のほかに，works, correct, work well, go as planned, elect ～ as ... などの語彙や表現を習得する．
Lesson 22  Think Green 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で無生物を主語に置いた表現や，名詞を中心に用いた表現について，実際に文を作り，それを使ってみようとする．
　b. 環境のためにしていること，できることについて，英語で表現しようとする．（→W.S.P!） 

②外国語表現の能力

　a. 「物・事」を主語にして，「…が～させる」→「…によって～するようになる」の意味を表現する． 
　b. <make[take, giveなど]＋a(n)＋名詞> や<be動詞＋形容詞＋名詞> などを用いて，動詞の意味を表現する． 

③外国語理解の能力

　a. 無生物主語構文や名詞構文に注意して，個々の英文の意味を理解する．

　b. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→L.Q.）
④言語や文化についての知識・理解

　a. 無生物主語構文と名詞構文により，英語的な発想を学習し，日本語との違いを認識する．

　b. 無生物主語構文では目的語となる人を主語として解釈する，名詞構文では <動詞＋名詞> を1つの動作としてとらえるなどして，英文の理解を深める．
　c. 環境破壊によって生じる問題の深刻さや，環境保護の必要性について認識を深める．

　d. ポイントとなる無生物主語構文，名詞構文のほかに，deforestation, greenhouse gas, politely, frequentlyなどの語彙や表現を習得する．

PART 2 

※以降，M.S.＝Model Sentences, K.E.＝Key Expressions, C.Y.U.＝Check Your Understanding, G.Y.O.A.＝Give Your Own Answer を示す．

Lesson 1  What’s Your Favorite Dish? 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「好き」「嫌い」を述べるにはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする． 
　b. 写真の料理を見て，自分の「好き」「嫌い」を英語で表現しようとする．（→Activities 1）
　c. 「好き」「嫌い」の表現に注意しながら，感情を込めて英語で対話を行おうとする．（→Activities 2）
②外国語表現の能力

　a. prefer ～ to ..., don’t care for ～ などを用いて「好き」「嫌い」の意味を表現する．
　b. 「好き」「嫌い」の表現や，その他の表現について，適切な発声をもって英語で対話を行う．（→Activities 2）

③外国語理解の能力

　a. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→Listening Quiz）

　b. 「好き」「嫌い」の表現に注意して，個々の英文の意味を理解する．対話の内容を聞き取る．（→Activities 2）
c. ペアワークで相手の発言内容を理解し，応答する．（→Activities 2）
④言語や文化についての知識・理解

　a. 「好き」「嫌い」の表現について，意味の強さなども含めて知識を深める．

　b. 食べ物の名称などに関する語句や表現の知識を深める．

c. ポイントとなる機能のほかに，actually, someday, raw fish, especiallyなどの語彙や表現を習得する．
Lesson 2  A Guitar Concert 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「勧誘」「招待」「期待」をするにはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする． 
　b. 絵の内容を考えて，「勧誘」「招待」「期待」の意味を英語で表現しようとする．（→Activities 1）

　c. 「勧誘」「招待」「期待」の表現に注意しながら，感情を込めて英語で対話を行おうとする．（→Activities 2）

②外国語表現の能力

　a. How about ～?, look forward to ～ などを用いて「勧誘」「招待」「期待」の意味を表現する．

　b. 「勧誘」「招待」「期待」の表現や，その他の表現について，適切な発声をもって英語で対話を行う．（→Activities 2）

③外国語理解の能力

　a. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→Listening Quiz）

　b. 「勧誘」「招待」「期待」の表現に注意して，個々の英文の意味を理解する．対話の内容を聞き取る．（→Activities 2）

c. ペアワークで相手の発言内容を理解し，応答する．（→Activities 2）

④言語や文化についての知識・理解

　a. 法（mood）による区分としては「疑問文」に属する文が，「勧誘」「招待」という対人的機能（言語の働き）をもつことを理解する．
　b. 「勧誘」「招待」の表現に関し，表現によってていねいさに差があることを理解する．

c. ポイントとなる機能のほかに，traditional, workshop, take part in, reunion, hear from, have an appointment などの語彙や表現を習得する．

Lesson 3  Uniforms or Casual Clothes? 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「希望」「欲求」を述べるにはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

　b. 絵の内容を考えて，「希望」「欲求」の意味を英語で表現しようとする．（→Activities 1）

②外国語表現の能力

　a. want to ～, would like to ～, feel like ～ などを用いて「希望」「欲求」の意味を表現する．

　b. 「希望」「欲求」の表現や，その他の表現について，適切な発声をもって英語で対話を行う．（→Activities 2）
③外国語理解の能力

　a. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→Listening Quiz）

　b. 「希望」「欲求」の表現に注意して，個々の英文の意味を理解する． 
c. 話者の願望を実現するために必要な能力とそれを習得するために必要な努力について，対話の内容を聞き取る．（→Activities 2）

④言語や文化についての知識・理解

　a. 「希望」「欲求」の表現について，表現によってていねいさや要望の強さに差があることなども含めて，知識を深める．

b. ポイントとなる機能のほかに，school uniform, individuality, see one’s point, be proud of, window seat, responsibleなどの語彙や表現を習得する．

Lesson 4  Studying Abroad 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「計画」「意図」を述べるにはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする． 

　b. 絵の内容を考えて，「計画」「意図」の意味を英語で表現しようとする．（→Activities 1）

②外国語表現の能力

　a. be thinking of ～, be planning to ～, intend to ～ などを用いて「計画」「意図」の意味を表現する．

　b. 「計画」「意図」の表現や，その他の表現について，適切な発声をもって英語で対話を行う．（→Activities 2）
③外国語理解の能力

　a. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→Listening Quiz）
　b. 「計画」「意図」の表現に注意して，個々の英文の意味を理解する． 

c. 話し手の「計画」「意図」を理解するように，対話の内容を聞き取る．（→Activities 2）
④言語や文化についての知識・理解

　a. 「計画」「意図」の表現に関し，計画の確定の度合いや，意図の意味の強さに関する理解を深める．
　b. 「計画」「意図」の表現に関連した，準動詞を用いたさまざまな構文を習得する．

　c. ポイントとなる機能のほかに，go abroad, make a decision, leave for, honeymoon, school festival, downtown などの語彙や表現を習得する．

Lesson 5  After School
①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「義務」「必要」を述べるにはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする． 

　b. 絵の内容を考えて，「義務」「必要」の意味を英語で表現しようとする．（→Activities 1）

②外国語表現の能力

　a. should[ought to], be supposed to ～, be obliged to ～ などを用いて「義務」「必要」の意味を表現する．

　b. 環境保護について，「義務」「必要」の表現を用いて，自分の考えを述べる．（→Activities 2）
③外国語理解の能力

　a. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→Listening Quiz）
　b. 「義務」「必要」の表現に注意して，英文の内容を聞き取る．（→Activities 2）

④言語や文化についての知識・理解

　a. 「義務」「必要」の表現について，意味の強さなども含めて知識を深める．

b. 「義務」「必要」の表現に関連した，to-不定詞を用いたさまざまな構文を習得する．

c. ポイントとなる機能のほかに，，right now, stop by, save money, hand in, sports coat, check-upなどの語彙や表現を習得する．
Lesson 6  A Korean Drama
①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「程度」「譲歩」を述べるにはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．
　b. 絵の内容を考えて，「程度」「譲歩」の意味を英語で表現しようとする．（→Activities 1）

②外国語表現の能力

　a. so ～ that ..., in spite of ～, It is true ～, but ... などを用いて「程度」「譲歩」の意味を表現する．

　b. 日常生活に関し，「程度」「譲歩」などの表現を用いて，短いスピーチを行う．（→Activities 3）
③外国語理解の能力

　a. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→Listening Quiz）
　b. 「程度」「譲歩」の表現に注意して，個々の英文の意味を理解する． 

c. 「程度」「譲歩」の表現を用いて要約できるように，対話の内容を聞き取る．（→Activities 2）

④言語や文化についての知識・理解

　a. 「程度」を述べる表現に関し，形容詞と，後続するto-不定詞やthat-節の内容との関係にも注意する．
　b.「譲歩」を述べる表現に関し，堅さの度合いや，前置詞・接続詞による用法の違いを理解する．

c. ポイントとなる機能のほかに，describe, interaction, line up, stand out, effort, personality, keep on ～ing などの語彙や表現を習得する．
Lesson 7  Going Bird Watching 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「依頼する」にはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

　b. 絵の内容を考えて，ていねいさの度合いが異なる表現を使い分けながら，「依頼」の意味を英語で表現しようとする．（→Activities 1）

　c. 「依頼する」表現に注意しながら，感情を込めて英語で対話を行おうとする．（→Activities 2）
②外国語表現の能力

　a. Could[Would] you ～?, Could I ask you to ～?, I would appreciate it if you could ～ などを用いて「依頼する」表現を行う．

　b. 「依頼する」表現や，その他の表現について，適切な発声をもって英語で対話を行う．（→Activities 2）
③外国語理解の能力

　a. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→Listening Quiz）
　b. 「依頼」の表現に注意して，個々の英文の意味を理解する．対話の内容を聞き取る．（→Activities 2）
c. ペアワークでの相手の発言内容を理解し，適切に応答する．（→Activities 2）

④言語や文化についての知識・理解

　a. 「依頼」を表すさまざまな表現を理解し，各表現のていねいさの度合いなども含めて知識を深める．
　b. Could[Would] you ～? などの表現は，過去形であるが，現在のことを述べている点に注意する．
c. ポイントとなる機能のほかに，Why not?, translate ～ into ... などの語彙や表現を習得する．
Lesson 8  Meeting the Deadline
①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「許可を求める」にはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

　b. 絵の内容を考えて，「許可を求める」表現を英語でしようとする．（→Activities 1）

　c.  「許可を求める」表現に対して，感情を込めて英語で返答しようとする．（→Activities 2）
②外国語表現の能力

　a. May[Can] I～?, Is it all right if ～?, Do[Would] you mind if ～? などを用いて「許可を求める」表現を行う．

　b. 「許可を求める」表現や，その他の表現について，適切な発声をもって英語で対話を行う．（→Activities 1）

③外国語理解の能力

　a. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→Listening Quiz）

　b. 「許可を求める」表現に注意して，個々の英文の意味を理解する．（→Activities 2）
c. ペアワークでの相手の発言内容を理解し，適切に応答する．（→Activities 1）

④言語や文化についての知識・理解

　a. 「許可を求める」表現に関し，使用される状況やていねいさの度合いなども含めて知識を深める．

　b. Do[Would] you mind if ～? につき，動詞mindの意味を理解し，適切な返答のしかたを習得する．

c. ポイントとなる機能のほかに，submit, park, drop in, take pictures などの語彙や表現を習得する．
Lesson 9  Why Do We Study English? 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「原因・理由を述べる」「目的を述べる」にはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

　b. 絵の内容を考えて，「目的を述べる」英語の表現を使おうとする．（→Activities 1）

　c. 「原因・理由を述べる」「目的を述べる」表現に注意しながら，感情を込めて英語で対話を行おうとする．（→Activities 2）

②外国語表現の能力

　a. because ～[because of ～], so that ～ などを用いて「原因・理由，目的を述べる」表現を行う．

　b. 「原因・理由を述べる」「目的を述べる」表現や，その他の表現について，適切な発声をもって英語で対話を行う．（→Activities 2）

③外国語理解の能力
　a. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→Listening Quiz）

　b. 「原因・理由を述べる」「目的を述べる」表現に注意して，個々の英文の意味を理解する． 

c. 「目的を述べる」表現に注意して要約できるように情報を聞き取る．（→Activities 2）

④言語や文化についての知識・理解

　a. Model Sentenceに関連して，英語［言語］学習の意義について認識を深める．

　b. since, becauseのニュアンスの違いや，接続詞・前置詞・不定詞の用法について理解を深める．

c. ポイントとなる機能のほかに，internationally, feel relaxed, chemistry, memorize, adventurous などの語彙や表現を習得する．
Lesson 10  Friendship Festival 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「感謝」「喜び」を示す表現を考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．
　b. 絵の内容を考えて，ていねいさの度合いが異なる表現を使い分けながら，「感謝」を示す表現を英語でしようとする．（→Activities 1）

　c. 「感謝」を示す表現に注意しながら，感情を込めて英語で対話を行おうとする．（→Activities 1,2）

②外国語表現の能力

　a. Thank you very much for ～, I’m glad ～, I’m grateful to you for ～ などを用いて「感謝」「喜び」を示す表現を行う．

　b. 「感謝」を示す表現や，その他の表現について，適切な発声をもって英語で対話を行う．（→Activities 1,2）
③外国語理解の能力
a. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→Listening Quiz）

　b. 「感謝」「喜び」を示す表現に注意して，個々の英文の意味を理解する．
　c. 与えられた対話の内容を聞き取る．（→Activities 2）
d. ペアワークでの相手の発言内容を理解し，適切に応答する．（→Activities 1,2）
④言語や文化についての知識・理解

　a. 「感謝」を示すさまざまな表現に関し，ていねいさの度合いや適切な返答のしかたなども含めて知識を深める．

　b. 「喜び」など，感情を示す表現には，受け身の形をとる場合が多いことを確認する．
c. ポイントとなる機能のほかに，cooperation, participate, commitment, volunteer, encourage などの語彙や表現を習得する．
Lesson 11  Returning a Magazine
①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「謝罪する」「謝罪に応じる」にはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．
　b. 「謝罪する」「謝罪に応じる」表現に注意しながら，感情を込めて英語で対話を行おうとする．（→Activities 1,2）

②外国語表現の能力

　a. I’m sorry, Don’t worry, I have to apologize to you for ～, Oh, it’s nothing などを用いて「謝罪する」「謝罪に応じる」意味を表現する．
　b. 「謝罪する」「謝罪に応じる」を示す表現や，その他の表現について，適切な発声をもって英語で対話を行う．（→Activities 1,2）

③外国語理解の能力
　a. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→Listening Quiz）

　b. 「謝罪する」「謝罪に応じる」表現に注意して，個々の英文の意味を理解する．対話の内容を聞き取る．（→Activities 2）
　c. ペアワークでの相手の発言内容を理解し，適切に応答する．（→Activities 1,2）
④言語や文化についての知識・理解

　a. 「謝罪する」「謝罪に応じる」表現に関し，使用される状況やていねいさの度合い，適切な返答のしかたなども含めて知識を深める．

b. ポイントとなる機能のほかに，spill, wipe, give ～ trouble, break the rule, embarrass, incorrectly などの語彙や表現を習得する．
Lesson 12  You Have My Sympathy 

①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「同情する」「励ます」にはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．
　b. 絵の内容を考えて，「同情する」「励ます」の意味を表現する文を作ろうとする．（→Activities 1）

　c. 「同情する」「励ます」表現に注意しながら，感情を込めて英語で対話を行おうとする．（→Activities 2）

②外国語表現の能力

　a. I’m sorry to hear ～, I hope ～, I sympathize with you. などを用いて「同情する」「励ます」意味を表現する．

　b. 「同情する」「励ます」表現などについて，適切な発声をもって英語で対話を行う．（→Activities 2）

③外国語理解の能力
　a. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→Listening Quiz）

　b. 「同情する」「励ます」表現に注意して，個々の英文の意味を理解する．
　c. ペアワークでの相手の発言内容を理解し，適切に応答する．（→Activities 2） 

d. 「同情する」「励ます」表現を用いてその後に続く対話を自分たちで行えるように，対話の内容を聞き取る．（→Activities 2）

④言語や文化についての知識・理解

　a. コミュニケーションにおいて相手の気持ちに寄り添うことの重要性を理解し，その心的態度を適切な英語で表現することを学習する．

　b. 「同情する」表現に関し，使用される状況やていねいさの度合いも含めて知識を深める．

c. ポイントとなる機能のほかに，get well, take care of, sympathy, be in the hospital, quarter-final, cheer ～ up, pass away, injure, bother, awful などの語彙や表現を習得する．
Lesson 13  What Should I Do? 
①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「提案する」「助言する」にはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．
　b. 「提案する」「助言する」表現に注意しながら，感情を込めて英語で対話を行おうとする．（→Activities 1,2）

②外国語表現の能力

　a. I think you should ～, Why don’t you ～?, If I were[was] you, I advise you to ～ などを用いて「提案する」「助言する」意味を表現する．

　b. 「提案する」「助言する」表現や，その他の表現について，適切な発声をもって英語で対話を行う．（→Activities 1,2）

③外国語理解の能力
　a. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→Listening Quiz）

　b. 「提案する」「助言する」表現に注意して，個々の英文の意味を理解する．
　c. 「提案する」「助言する」表現を用いて返答できるように，発言の内容を聞き取る．（→Activities 1）
　d. ペアワークでの相手の発言内容を理解し，適切に応答する．（→Activities 2）
④言語や文化についての知識・理解
　a. 「提案する」「助言する」表現に関し，ていねいさの度合いも含めて知識を深める．

b. ポイントとなる機能のほかに，well-balanced, major in, in advance, beforehand, immediately, contain, routine などの語彙や表現を習得する．
Lesson 14  Project Studies Program 
①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「賛成する」「反対する」にはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

　b. 「賛成する」「反対する」表現に注意しながら，感情を込めて英語で対話を行おうとする．（→Activities 2）

　c. 賛成・反対の意見を，英語で表現しようとする．（→Writing）

②外国語表現の能力

　a. agree with ～, be in favor of ～, disagree[can’t agree] with ～, be against ～ などを用いて「賛成する」「反対する」意味を表現する．

　b. ある意見について「賛成」「反対」の立場を明らかにして，自分の考えを述べる．（→Activities 1）
　c. 「賛成する」「反対する」表現や，その他の表現について，適切な発声をもって英語で対話を行う．（→Activities 2）

③外国語理解の能力
　a. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取ることができる．（→Listening Quiz）

　b. 「賛成する」「反対する」表現に注意して，個々の英文の意味を理解する． 

　c. ペアワークでの相手の発言内容を理解し，適切に応答する．（→Activities 2）

d. 「賛成する」「反対する」表現を用いて要約できるように，発言の内容を聞き取る．（→Activities 1）

④言語や文化についての知識・理解

a. 賛成・反対の意見を述べるときはclaim and reasoning（主張と理由づけ）を明確にするのが好ましいことを理解し，その発言の仕方を学習する．

　b. 「賛成する」「反対する」表現に関し，ていねいさや表現の堅さの度合いも含めて知識を深める．

c. ポイントとなる機能のほかに，honestly, sharpen, masterpiece, conclusion, self-reliance, boost, turn ～ off などの語彙や表現を習得する．

Lesson 15  What Is Your Opinion?
①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「個人的な意見を述べる」にはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．
　b. 絵の内容を考えて，個人的な意見を英語で表現しようとする．（→Activities 1）

　c. 「個人的な意見を述べる」表現に注意しながら，感情を込めて英語で対話を行おうとする．（→Activities 2）

②外国語表現の能力

　a. Personally, It seems to me that ～, In my opinionなどを用いて個人的な意見を述べる．

　b. ある国を理解するのに何が重要であるかについて，自分の考えを述べる．（→Activities 2）
③外国語理解の能力

　a. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→Listening Quiz）
b. 「個人的な意見を述べる」表現に注意して，個々の英文の意味を理解する． 

c. 「個人的な意見を述べる」表現に注意して，発言の内容を聞き取る．（→Activities 2）

④言語や文化についての知識・理解

　a. 自分の意見を述べるときは，説得力を持たせるために適切な理由を添えて述べる点を学習する．
　b. K.E.で取り上げた表現は，hedge（語調をやわらげるもの）としても使用される点を理解する．

c. ポイントとなる機能のほかに，exactly, budget, assistance, suitable, immigrant, disadvantage などの語彙や表現を習得する．

Lesson 16  Cloning
①コミュニケーションへの関心・意欲・態度

　a. 英語で「予測・可能性を述べる」にはどのような表現を用いるのかを考え，実際に文を作り，それを使ってみようとする．

　b. 「予測・可能性を述べる」表現に注意しながら，感情を込めて英語で対話を行おうとする．（→Activities 2）

②外国語表現の能力

　a. I expect ～, be likely to ～, There is a good chance of ～, It is doubtful whether[if] ～ などを用いて「予測・可能性を述べる」意味を表現する．

　b. 「予測・可能性を述べる」表現や，その他の表現について，適切な発声をもって英語で対話を行う．（→Activities 2）

③外国語理解の能力

　a. モデル文について述べられた文が，正しいかどうかを聞き取る．（→Listening Quiz）
b. 「予測・可能性を述べる」表現に注意して，個々の英文の意味を理解する． 

　c. 「予測・可能性を述べる」表現を用いて要約できるように，対話の内容を聞き取る．（→Activities 1）
d. ペアワークでの相手の発言内容を理解し，適切に応答する．（→Activities 2）
④言語や文化についての知識・理解

　a. クローン技術が秘める可能性と，その実用化に向けての安全確認の必要性について，認識を深める．

　b. 「予測・可能性を述べる」表現に関し，話し手の確信度も含めて知識を深める．

c. ポイントとなる機能のほかに，remarkable, object to, surgeon, hold something back, take one’s side などの語彙や表現を習得する．

